
◼特長

✓多数の着目点を設け、着目点ごとに疲労度を算出するため、これまでの方法（JPC舗装
では自由縁部での疲労度）よりも精度良い版厚設計を行うことができる。

✓車両の走行位置と頻度は最新の調査結果に基づき設定する。

✓曲げ強度の寸法効果を考慮するなど舗装標準示方書2014年版に対応など。

◼使用実績
✓東広島・呉道路の連続鉄筋コンクリート舗装（新設、盛土部への適用）
✓国道9号北条BPの連続鉄筋コンクリート舗装（震災による不同沈下、オーバーレイ補修）
✓舗装工学ライブラリー16：コンクリート舗装の設計・施工・維持管理の最前線

【主な公表先】
1)亀田、吉本、佐藤、山崎：不同沈下の影響を考慮した CRC 舗装の版厚設計―東広島・呉道路への適用―、第69回セメント技術大会、2015

2)亀田、吉本、佐藤：新しい疲労設計方法を用いたコンクリート舗装の版厚に関する一検討、第71回セメント技術大会、2017

3)赤星、神宮、佐藤、亀田：震災で不同沈下したCRCPの復旧について、第32回日本道路会議、2017

4)土木学会：舗装工学ライブラリー16、コンクリート舗装の設計・施工・維持管理の最前線、2017

②コンクリート舗装の疲労計算シートSKYの使い方



メイン画面：
入力：基本的に白抜きのセルのみ入力します



入力：
基本的に白抜きのセルのみ入力します ① 設計用値

①



入力：
基本的に白抜きのセルのみ入力します

②

② 温度応力比



入力：
基本的に白抜きのセルのみ入力します

③

③ 走行位置と頻度分布



入力：
基本的に白抜きのセルのみ入力します

④

⑤

④ 荷重群とその頻度

⑤ コンクリート版の温度差が正または
負のときの走行車の比率



入力：
基本的に白抜きのセルのみ入力します

⑥

⑥ 荷重応力比



入力：
基本的に白抜きのセルのみ入力します

⑦

⑦ コンクリート版の温度差とその頻度



計算開始と出力：
① 着目点ごとの疲労度

② 着目点ごとの疲労度の図
疲労度の計算
開始ボタン

①

②



入力 ① 設計用値の入力

目地間隔

種類

JPCを例に説明を進めます

①

舗装示方書2014の算定式
解(I-3.3.1)式

舗装示方書2014の算定式
解(III-1.2.9)式

舗装示方書2014の算定式
解(III-1.2.5)式の係数C



入力 ② 温度応力比の値入力

②

メモ：19以上のデータを用い
た近似式を用いて、任
意の位置の温度応力比
を算定します

入力するデータ数は
20個以上50個以下

入力します
1)位置情報
2)温度応力比
温度差正/温度差負



入力 ② 温度応力比の値入力

②

入力するデータ数は
20個以上50個以下

FEM（CP）を使用し、
幅員方向の温度応力の
比を入力します

メモ：舗装標準示方書 (解III-1.2.7)
式で求まる値（自動計算）
を1.0として、コンクリート
版幅員方向の温度応力を求
めます。



走行位置ごとの頻度を算出します入力 ③ 走行位置と頻度分布

コンクリート版

車両の走行位置は変動する

③



（走行中心位置）=0.65×（車線幅）－0.46（標準偏差）=0.04×（路肩幅）＋0.23

※：渡邊直利、井上直、久保和幸：車両走行位置分布に関する分析、第27回日本道路会議、2007.11

既往の研究※に基づき、走行位置の頻
度の分布形状：正規分布と仮定

コンクリート版 コンクリート版

車両の走行位置は変動する

→走行位置ごとの車両の走行頻度を算出します入力 ③ 走行位置と頻度分布



走行位置ごとの頻度を算出します入力 ③ 走行位置と頻度分布

右車輪の影響
（左車輪と右車輪の距離）

③



走行位置ごとの頻度を算出します
入力 ③ 走行位置と頻度分布

コンクリート版

③



輪荷重の大きさとその頻度を設定します。
参考文献：土木研究所資料車両重量調査結果の解析（その4）、平成7年2月、土木研究所

入力 ④ 荷重群とその頻度

④

⑤ コンクリート版の温度差が正または
負のときの走行車の比率

自動車走行の昼夜比率で、温度差正のみ入力
します。0～1の範囲で入力します。

⑤



入力
⑥ 荷重応力比

⑥

○疲労度を計算する位置（着目点）を設定します。

○基本的には⑥で設定した走行位置と同じにすること
を推奨しますが、減らすことも可能です。

○増やす場合は走行位置（載荷位置）も増やさないと
精度は上がりませんので注意ください。

メモ：走行頻度の少ない縁部の着目点は200mm
ピッチとし、走行頻度の多い区間を密な
ピッチにすることも可能です。

疲労度を算出する着目点を入力します



入力
⑥ 荷重応力比

⑥

メモ：③で設定した「走行位置」が自動入力
されます。

疲労度を算出する着目点を入力します



入力
⑥ 荷重応力比 荷重応力比の値を入力します

⑥



入力
⑥ 荷重応力比 荷重応力比の値を入力します

⑥

メモ：舗装標準示方書 (解III-1.2.5)式
（縁部載荷公式）で求まる値
（自動計算）を1.0として、荷
重応力比を入力します。

版縁部

幅員方向
中央部



入力
⑥ 荷重応力比 荷重応力比の値を入力します

⑥

CPの使用方法と荷重応力比の求め方は次
のコマでご説明します



計算開始と出力：

入力値の入力が終了したら、「疲
労計算開始」ボタンをクリック

計算結果

この例では、

が計算結果となります。1を
超えた場合は、版厚を増や
すなど設計条件を変えて再
計算します。

疲労度0.602≒0.6



入力 CRCの場合

①

入力不要
数字が入っていても
機能しない

種類



入力

①

CRCの場合

舗装標準示方書2014



演習問題



演習① JPCの版厚設計
コンクリート版の

種類
JPC版

コンクリート版の
寸法

幅員方向：3.8m 走行方向：10m

コンクリート版厚 28cm

温度差の発生頻度 小

ヤング係数、ポア
ソン比

30000MPa、0.2

設計基準曲げ強度 4.5MPa

応力低減係数 1

係数C 2.12

路盤反力係数 0.1GPa/m

温度応力比 別ファイルから代入

設計期間 20年

破壊確率 10％

路肩幅 1.5m

側帯の幅 0.5m

温度差正、負での頻度 6：4

走行位置頻度
（左輪）

路肩から500mm～1800mm
100mmピッチ

着目点（mm） 走行位置と同値

荷重応力比 別ファイルから代入

そのほか 赤字で入力されている値はそのまま使用



0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

疲労度

着
目
点

(m
m
)

応力比１を

超えた箇所数

1 500 0.232185 OK

2 600 0.321183 OK
3 700 0.413405 OK

4 800 0.511962 OK

5 900 0.602336 OK

6 1000 0.666403 OK

7 1100 0.690717 OK

8 1200 0.664700 OK
9 1300 0.595204 OK

10 1400 0.497304 OK

11 1500 0.387701 OK
12 1600 0.287970 OK

13 1700 0.207034 OK

14 1800 0.146906 OK

15 0.000000 OK
16 0.000000 OK
17 0.000000 OK
18 0.000000 OK

19 0.000000 OK

20 0.000000 OK

21 0.000000 OK
22 0.000000 OK

23 0.000000 OK
24 0.000000 OK

25 0.000000 OK

着目点 疲労度

演習① JPCの版厚設計（回答）

疲労度：0.6907≒0.7



コンクリート版の
種類

CRC版

コンクリート版の
寸法

幅員方向：3.6m 走行方向：－

コンクリート版厚 25cm

温度差の発生頻度 小

ヤング係数、ポア
ソン比

30000MPa、0.2

設計基準曲げ強度 4.5MPa

応力低減係数 0.65

係数C 2.12

熱膨張係数 10×10-6/℃

温度応力比 別ファイルから代入

温度差の発生頻度 温度差大

設計期間 50年

破壊確率 10％

路肩幅 1.0m

側帯の幅 0.5m

温度差正、負での頻度 7：3

走行位置頻度
（左輪）

路肩から500mm～1600mm
100mmピッチ

着目点（mm） 走行位置と同値

荷重応力比 別ファイルから代入

そのほか 赤字で入力されている値はそのまま使用

演習② CRCの版厚設計



応力比１を

超えた箇所数

1 500 0.003796 OK

2 600 0.009452 OK
3 700 0.024082 OK

4 800 0.059814 OK

5 900 0.135329 OK

6 1000 0.260981 OK

7 1100 0.414121 OK

8 1200 0.527965 OK
9 1300 0.544164 OK

10 1400 0.461867 OK

11 1500 0.312581 OK
12 0.000000 OK

13 0.000000 OK

14 0.000000 OK

15 0.000000 OK
16 0.000000 OK
17 0.000000 OK
18 0.000000 OK

19 0.000000 OK

20 0.000000 OK

21 0.000000 OK
22 0.000000 OK

23 0.000000 OK
24 0.000000 OK

25 0.000000 OK

着目点 疲労度
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演習② CRCの版厚設計（回答）

疲労度：0.544≒0.6


